
　共同研究「東アジアの安全保障秩序の再編」では、

冷戦終結以降に各国がどのような地域秩序を構想し、

政策的対応を図ったかを分析し、特定の地域研究を越

えて組織された研究グループの強みを活かして、全員

でそれらを比較、今後の展開を予測することを目指し

ている。

　ソ連崩壊後のロシアがどのようにアジア・太平洋に

係わろうとしてきたのか。この問題に関して日本で研

究の蓄積が多いとは言えなかった。そこで我々は、『ア

ジア・太平洋のロシア：冷戦後国際秩序の模索と多国

間主義』（北海道大学出版会、2014年）を上梓した加

藤美保子氏（人間文化研究機構総合人間文化研究推進

センター／北海道大学スラブ・ユーラシア研究セン

ター特任助教）を招き、講演会を実施した。

　加藤氏は先行研究が対欧米外交と対アジア・太平洋

外交を比べれば前者に著しく偏っており、さらに勢力

均衡論（リアリズム）の解釈が強すぎることに注意を

喚起する。そして時期ごとの共通する外交理念からア

ジア・太平洋外交を読み解くことに研究の主眼がある

とした。そして冷戦後のロシアが、自らの国際的地位

の低下を最小限に留め、一つの力の中心であり続くけ

るために多極に基づく国際秩序を構想してきたことを

議論の出発点として、アジア・太平洋政策を読み解こ

うとしている。

　事例はエリツィン-コズィレフ体制下からプーチン

政権までを対象としており、それが一貫したアプロー

チと豊富な資料で描かれていることは高く評価される

べきだろう。

　紙幅の都合上、ここでは幾つかの興味深い指摘を挙

げることに留めたい。

　9 月 6 日（火）、済州市内から車で 1 時間の距離に

位置している安徳（アントク）渓谷の踏査に赴いた。

安徳（アントク）渓谷は西帰浦市安徳面甘山里に位

置し西帰浦市の水資源のひとつである。

　里長との待ち合わせ場所である甘山里の面事務所

では、職員のミス・カンは約束時間より朝早く訪ね

た日本の訪問者達を明るく親切に接してくれた。午

前 10 時過ぎに甘山里の里長のカン・ソクジョン氏と

安徳面の青年会のカン・ムンス氏の案内で安徳渓谷

を 3 時間ほど踏査した。カン・ソクジョン里長は、

蜜柑農園を営みながら甘山里の里長を務めていて「私

の先祖は済州道に島流しに来た流配人」だと笑いな

がら語ってくれた。大昔、流し島でもあった済州道

には、流配人のほとんどは今時の言葉で言えば「高

級官僚の政治犯」である。そう意味でカン・ソクジョ

ン里長の先祖様は貴族には間違いないと思う。

　もう一人の方のカン・ムンス氏は、蜜柑農園の仕

事を関わりながら自然生態環境問題や安徳農業協同

組合の理事で将来に西帰浦市民俗展示館を開館する

ために努力していた。

　ちなみに面事務所のミス・カンとカン里長、カン

理事は親戚で、この町はカン氏が多いといわれた。

　安徳渓谷の自然生態の天然記念物に指定されるまで

の過程や所々の湧水泉などを案内していただいた。渓

谷は、火山から噴出した溶岩や岩石によって形成され美

しい景観であった火山の成り立ちや噴火、など基礎的な

説明から始まり、専門用語も多く理解し難しい内容も

あったが、韓国人として世界的に知られている済州道に

ついて色々なことを知ることができ興味深かった。

　帰りの道は、済州の伝統的な家屋を見たくて海岸通

りを走ってもらったが、海岸の通りは、高級リゾート

建物がずらりと立っていた。日本とのつながりを示す

記念碑などあったが伝統家屋はすでになくなって、帰

国日に民俗博物館で見ることができた。

　9月 7日（水）、午前中は最初の済州道の水資源遺跡

地と水広報館を見学し、済州道の水資源の発達過程に

ついて参考にすることが出来た。午後には、済州大学

の許・コンソク先生の案内で済州水資源研究者である

ヤン・ソンギ教授を訪問した。ヤン先生は、済州道水

資源研究団の団長、環境学会会長などを就いていた水

資源や自然環境の研究者で韓国では知られている方で

ある。何より嬉しかったのは、ヤン先生は日本の東京

大学に留学した経験があり、非常に日本語が流暢な方

で、日本についてよく理解してくれていた。和気藹々

の雰囲気で同行先生方々と日本語でアジアの水問題や

ヤン先生から済州道の水資源生成と今後の課題につい

ての話をかわした 1 時間を超え、済州道の水資源に関

する内容の DVD の視聴などで 3 時間近い熱い意見交

換を交わすことができた。

　その後、済州港を見学し、海運港湾課のクァク・ジョ

ンジュ（海洋水産部所属）と国際ターミナルのチーム

長から現状の説明をうけた。クルーズ船で中国からの

旅客者は、一日に3千名も寄港することもあり、パース

ポート規制緩和政策で起きた問題や新ターミナル建設計

画について説明を受けた。

　9 月 8 日（木）、午前中に、韓国国内で水産業企業と

して一位を占めている「済州三多水生水」工場を訪問

した。済州道は、そもそも生活用水は溜まった雨水か

湧水しか利用できないため、非常に生活水の問題で困

難したため、その問題を解決するために「水資源に関

する研究」は 1921 年代から現在も続いているという。

工場視察では、三多水生水のくみ上げや、ボトリング

状況など、地下水の状況の説明を受けた。

　四日間の短い期間の調査ではあるが、反省する部分

も実りも多い出張だった。

　今後、今回の出張調査から得た済州道の水資源の問

題を踏まえて、地下水を利用して「水ビジネス」で成

功した「三多水」企業について検討し、済州道の「水

資源の課題」について考えてみたいと強く感じた。

（所員　経営学部特任准教授）
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冷戦後の国際秩序の変容とロシアの位相：中国中心主義か、多様化か講演会報告

済州島の水資源遺跡地

重い水み壷

　第一に朝鮮半島との関係がある。1989年の中ソ関係

正常化、1990年の韓ソ国交樹立によって事実上冷戦体

制が終焉し、韓国接近政策によりロシアは30億ドルの

借款を得る。しかし、ロシアは北朝鮮に対する影響力

を失っただけでなく、北朝鮮による核開発という北東

アジアの重要課題に係わる影響力を喪失してしまった。

　第二に、1990年代後半のプレマコフ外交は「多極

世界」という理念の元で他国との協調を重視し、アジ

アでもASEANのダイアローグ・パートナーとなり、

APECへの加盟を果たす。中ロの戦略的パートナー

シップも目に見える成果となった。

　第三に、第一次プーチン政権以降もアメリカ中心の

国際構造を牽制する動きはみられるものの、中ロ関係

は中国の成長、ロシアの対中武器貿易の減少など変化

をみせる。そして中国のクリミア問題への姿勢、ロシ

アの南シナ海問題への姿勢にみられるように、そこに

一定の距離感を見いだすこともできる。ロシアはアジ

ア・太平洋におけるパートナーを、日本を含めて多角

化し始める。

　講演後、中国、アメリカ等を専門とする研究者と多

くの議論が交わされた。ロシアが求める「大国」とし

ての地位とは、他国から指図をされず大国の一つとし

て扱われることであって、中国的文脈の大国とは異な

るのではないか。ロシアのアジア・太平洋外交は機会

主義的な行動との批判もあるが、同盟国が存在せず、

経済関係も相対的に薄いことが出発点であり、目標に

行動が追いつかないところもあるのではないか。中ロ

の戦略的パートナーシップでは、中国はもとより高い

水準を期待していなかったのではないか。ロシアのベ

トナム接近は著しく、中国とは実施していない高いレ

ベルでの訓練を行っていることをどう考えるべきか。

これら多くの質疑が行われ、大変学術レベルの高い講

演会となった。
（所員　法学部准教授）

「出所：http://jejucoming.tistory.com/24」


